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亀
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雪１「 ミ
ニ
や
、
シ
ョ
ー
ツ
、

ノ
ー
ス
リ
ー
ブ
や
オ
フ
シ
ョ
ル
ダ
ー
、

夏
は
セ
ク
シ
ｌ
ラ
イ
ン
の
黒
白
を

は
っ
き
り
と
つ
け
る
の
が
セ
オ
リ
ー

セ
ク
シ
ャ
ル
で
あ
る
こ
と
が

隠
さ
れ
た
個
性
を

キ
ラ
リ
師
や
か
せ
ま
す
。

八
ベ
ニ
ヤ
ｖ
サ
マ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

よ
り
セ
ク
シ
ャ
ス
に
セ
ン
シ
ャ
ス
に
、

そ
れ
こ
そ
胸
に
キ
ュ
ー
ン
と
せ
ま
る

セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
展
開
で
す
。
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本店/ 神戸市中央区三宮センター1 丁目ニューセンター1 Ｆ･ 2 Ｆ冠3 3 2 - 2 1 3 5
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「

大阪空港( ２０：３０頃）羽閉奉港( １９：３０頃）

Qｂ

｡お問い合わせ､お申し込み－神戸市中央区東町1 1 3 - 1 大神ビル7Ｆ
月刊神戸っ子ディズニーランド係壷0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6
, 企画一月刊神戸っ子
､ 協力－日本航空
･ 旅行主催－阪急交通社

。第２日出発までフリータイム( 各自羽田空港集合）
甘本航奄1 2 5 便 ｡ 利用ホテル

ホテルニューオータニタワー
（７月3 0日、８月2 7日出発）

ホテルグランドパレス
（８月６日、８月1 3 日出発）

ホテルオークラ

（８月20日出発）ー必
…二言三
Ⅱ

大人Ｉ
小人’
幼児’

1 2才以上）
【6才～11才）
(3才～5才）

７月3 0 日・８月2 7 日出発
４８，５００円
４５．０００円
２９．５００円

８月6日・1 3日・2 0日出発
４３．５００円
４０，０００円

’２９，５００円
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／
フランス料理と習一ﾛビｱ ﾝ ｺ ｰ ･と．.

|塩屋 異人 館1国楽劃

全一旬

Ｅ１

国鉄塩屋駅西へ3 0 0 米国道２号線沿い南側料理長湊良男
、ａ( 7 5 1 ) 2 3 8 6 塩屋異人館倶楽部ガーデンにて

IＬ９Ｐｌ９９ｅｄｕｓｏｌｅｉｌＩ
塩屋の海は

太陽がいっぱい

ミフランス1 床の旅､
往き交うヨットやクルーザーの群のかなたに
淡路島や遠く瀬戸内の島々が望まれる眺め。
文豪サマセット・モームがこよなく愛した海
峡のたたずまい。港に面したカフェやレスト
ランに憩うひととき。碧い空と海、ベージュ
色のきめ細かな砂浜があなたをお待ちしてい
ます。エレガントでシックな渚のレストラン
で、フリュイ・ド・メールに舌鼓を打つと、
心は遠くコート・ダ・ジュールに遊びます。
パリ祭laFeteNationalGlel4juilletにち
なんで特別メニューを準備致しました。

姉妹店シーサイドクラブパレス塩屋

懲 S ＥＡＳＩＤＥＣＬＵＢ
ＰＡＬＡＣＥ

ｄ；似⑪頁少ｂ

塩屋異人館倶楽部･西へ8 0 米云( 7 5 3 ) 1 3 7 3
ＡＡ
ＭＩＮＡＭＩ

、

ＭｌＮＡＭＩｌＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬＣＯ園,町，
神戸市中央区浜通5丁目1-14ｓ(232)1301ノ
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尉 神
戸
発
の
パ
ワ
フ
ル
な
歌
声
ｌ
新
井
雅
代
叢
ｉ
…
…
米
国
定
職

「
こ
れ
か
ら
は
歌
手
生
活
一
本
に
絞
っ
て
、
全
力
投
球
し
た
い
」
と
意
欲
を
み
せ
る
新
井
雅
代
さ
ん
。
昨
年
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
人
情
紙

風
船
』
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
歌
い
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
た
が
、
学
生
生
活
と
の
〃
兼
業
〃
で
、
い
ま
一
歩
ノ
リ
が
悪
か
っ
た
よ
う
だ
。

善
、
松
蔭
女
子
学
院
大
学
を
卒
業
ま
た
５
月
に
は
３
枚
目
の
シ
ン
グ
ル
『
あ
態
た
が
欲
し
と
（
デ
ィ
ス
コ
メ
ィ
ト
レ
コ
‐
ド
）
を

出
し
、
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
が
本
番
と
い
え
る
。

父
親
の
仕
事
の
関
係
で
、
海
外
生
活
の
経
験
も
あ
る
。
「
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
行
き
ま
し
た
が
、
暮
し
た
期
間
も
長
く
、
高
校
、
大
学
と
多

感
な
時
代
を
過
ご
し
た
神
戸
が
一
番
好
き
。
な
ぜ
か
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
が
あ
う
ん
で
す
よ
ね
」
と
神
戸
を
語
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
を
中
心
に
活
動
し
て
き
た
が
、
今
後
は
、
優
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
も
積
極
的
に
こ

な
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
歌
の
世
界
を
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
そ
う
だ
。
当
面
は
、
関
西
に
重
点
を
お
い
た
活
動
と
な
る
。

「
今
ま
で
自
分
が
楽
し
け
れ
ば
良
い
と
い
う
所
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
お
客
様
に
じ
っ
く
り
聞
い
て
い
た
だ
け
る
存
在
感
あ
ふ

れ
る
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
に
な
り
た
い
」
と
言
う
新
井
雅
代
さ
ん
の
パ
ワ
フ
ル
で
、
歌
唱
力
抜
群
の
歌
声
は
、
大
い
に
楽
し
み
だ
。
７
月
釦
日

に
は
型
歳
に
。
須
磨
区
在
住
。

（
東
遊
園
地
に
て
）

面
神

色
毎
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これは、医師にのみ許さ
れた行為です。
めんどうでも、眼科医に

よって目の異常の有無の検
査後「眼鏡処方菱」を書い
てもらって、これを優秀な
技術をもった眼鏡専門店で、
機能性、センス、ファッシ
ョン性のアドバイスを加味
しての眼鏡調整をしてもら
えば、それこそ､ ｢ 生きたメ
ガネ」になるといえましょ
う。

弓

、

塗。 阿辰部メガネ
神戸・大丸前壷( 0 7 8 ) ３３１－１１２ｓ

ノ

ｊｉ‐戸一
一

宇１１

増
。 ｢ 検眼」

有津武
( 兵庫県眼科医会会長）

F』

詞Ｊ
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エヨ

【
⑧
神
戸
っ
子
棚
〕

演
劇
活
動
も
地
方
の
時
代
に
ｌ
福
嶋
聡
劇
厨
菩
〉
識
メ
ラ
松
原
卓
也

元
町
夙
月
堂
ホ
ー
ル
で
す
っ
か
り
定
着
し
た
劇
団
神
戸
（
夏
目
俊
二
主
宰
）
が
演
じ
る
と
こ
ろ
の
、
コ
メ
デ
ィ
・
ド
・
フ
ウ
ゲ
ッ
も
五

年
目
を
迎
え
た
。
五
月
に
催
さ
れ
た
今
年
の
第
一
弾
ゥ
デ
ィ
ー
・
ア
レ
ン
作
「
ポ
ギ
ー
ノ
．
俺
も
男
だ
」
で
は
、
作
品
の
主
人
公
と
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
合
い
、
初
め
て
の
主
役
を
こ
な
し
た
福
嶋
聡
さ
ん
。
長
田
高
校
在
学
中
か
ら
演
劇
部
で
手
腕
を
発
揮
、
高
校
演
劇
で
は
近
畿
大

会
ま
で
出
場
し
た
。
そ
し
て
ス
ト
レ
ー
ト
で
京
大
の
哲
学
へ
入
る
と
い
う
秀
才
。
尤
も
ご
本
人
は
、
「
頭
が
良
い
の
と
点
数
が
よ
く
と
れ
る

の
は
別
で
す
。
テ
ス
ト
は
ひ
と
つ
の
ゲ
ー
ム
だ
か
ら
」
と
。
大
学
三
年
の
春
、
黒
沢
明
監
督
の
「
影
武
者
」
に
エ
キ
ス
ト
ラ
応
募
し
、
馬

術
部
へ
籍
を
置
い
て
い
た
こ
と
が
幸
い
し
て
、
一
ヵ
月
半
の
ロ
ケ
に
参
加
し
た
。
多
勢
の
俳
優
志
願
者
と
接
し
、
東
京
へ
出
て
大
手
の
新

劇
に
入
っ
て
、
生
活
の
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
の
も
、
神
戸
で
昼
間
働
き
な
が
ら
、
夜
演
劇
活
動
を
続
け
る
の
も
形
態
と
し
て
同
じ

だ
と
悟
る
。
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店
で
、
人
文
科
学
と
洋
書
を
担
当
す
る
の
が
昼
の
顔
。
「
今
回
は
作
品
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
の
っ
た
部
分
が
あ
っ

て

て
、
役
者
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
。
し
か
し
何
か
が
ふ
つ
き
れ
た
よ
う
に
思
う
の
で
次
回
が
楽
し
み
」
と
夏
目
俊
一
一
評
。
一
番
演
り
た
い
役

は
？
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
。
だ
っ
て
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
男
前
だ
っ
た
な
ん
て
一
行
も
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
（
笑
）
」
酒
豪
の
二
十
四
歳
。

つ
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▲ク

第1 3 回神戸まつり

華やかに開幕
●コウベスナッフ．

「花と海と太陽の祭典」第1 3 回神戸まつりが、５月1 3 日～
１５日の３日間、神戸各地区で盛大に行われた。神戸まつり
のトップをきって８日に神戸港カッターレースが、また１３
日は恒例のクイーン神戸フェスティバルが行われ、神戸ま
つりの開幕を華やかに告げた。翌1 4 日はポートターミナル
において神戸港繁栄と海上安全の祈願祭も開催された。

▼ミナトの行事として人気上昇。今年は5 5 チーム6 2 2 名が参加して熱戦が展開 ▼神戸港の繁栄と海上安全の願いをこめて祈願祭が開催
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＝凶

汽
笛
と
錨
、
海
の

男
た
ち
の
集
い

７
月
加
日
は
、
海
の
記
念
日
。
神
戸

港
に
棲
む
「
か
も
め
」
的
な
存
在
、
と

自
他
共
に
認
め
る
海
の
男
た
ち
に
よ
っ

て
結
成
さ
れ
た
「
チ
ェ
ー
ン
グ
ル
ー
プ
」

は
、
こ
の
夏
で
加
年
目
を
迎
え
た
。
会

員
は
、
大
小
タ
グ
ボ
ー
ト
の
船
長
、
甲

板
長
や
は
し
け
の
船
長
、
も
と
船
乗
り

港
め
ぐ
り
遊
覧
船
の
船
長
と
、
い
ず
れ

も
神
戸
港
と
共
に
青
春
を
生
き
て
き
た

海
を
愛
す
る
男
た
ち
の
集
ま
り
だ
。

淡
路
、
九
州
、
広
島
、
岡
山
な
ど
、

故
郷
を
あ
と
に
、
青
雲
の
志
を
抱
い
て

神
戸
へ
や
っ
て
き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
港

で
知
り
合
っ
た
。
全
盛
時
代
の
ミ
ナ
ト

町
・
神
戸
を
そ
こ
に
か
い
ま
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
か
っ
て
は
、
仕
事
中
に
も

船
で
走
っ
て
い
て
も
、
汽
笛
ひ
と
つ
で

意
志
伝
達
の
合
図
が
で
き
た
と
い
う
。

「
気
さ
く
な
仲
間
の
ひ
と
言
に
つ
き
ま

す
ね
」
と
、
野
田
山
船
長
が
言
う
と
、

「
ど
ん
な
に
離
れ
て
い
て
も
、
会
え
ば

す
ぐ
に
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
、
ざ
っ
く

ば
ら
ん
な
話
に
な
る
」
「
理
屈
で
な
く
ミ

ナ
ト
が
仲
間
の
紳
と
い
え
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
」
と
、
角
本
さ
ん
。
海
の
男

た
ち
の
熱
い
友
情
が
感
じ
ら
れ
る
。

加
年
を
経
た
今
、
海
の
男
た
ち
も
如

歳
代
を
迎
え
、
代
は
替
っ
て
フ
ァ
ミ
リ

ー
全
員
で
盤
名
を
数
え
る
大
所
帯
と
な

っ
た
。幾

多
の
時
代
の
波
に
も
ま
れ
な
が
ら

も
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
神
戸
港
の
か

も
め
た
ち
に
幸
い
あ
れ
／
・

（
合
わ
せ
て
弱
頁
も
お
読
み
く
だ
さ
い
）

ポートアイランドにて

》 河
：
一
霞
…

＝

ぢ一曙函

冨客

q勘圃
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畷蕊

た
。
ゆ
る
や
か
な
時
の
流
れ
に
の
っ
て
朗
読
は
つ
づ
く
…
…
。

五
月
二
十
五
日
、
神
戸
・
金
龍
閣
で
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
吉
村
由
美

さ
ん
の
〃
音
楽
・
美
術
・
旅
・
風
景
の
エ
ッ
セ
イ
〃
「
魅
せ
ら
れ
し

時
の
た
め
に
」
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
た
。

司
会
者
に
よ
る
開
会
の
辞
の
あ
と
、
来
賓
祝
辞
が
六
人
か
ら
あ

っ
た
。
大
学
時
代
の
恩
師
で
、
エ
ッ
セ
イ
集
の
解
説
を
執
筆
さ
れ
た

水
谷
昭
夫
関
西
学
院
大
学
教
授
は
「
美
し
さ
を
喪
く
し
た
音
楽
や

絵
画
の
氾
濫
す
る
時
代
に
、
美
し
い
も
の
へ
眼
を
向
け
さ
せ
て
く

れ
る
作
品
で
す
。
文
章
か
ら
感
情
が
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。
ま
た
、
ギ

ュ
ス
タ
ー
ブ
・
モ
ロ
ー
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
な
ど
に
も
触
れ
て
い

る
が
、
決
し
て
過
去
を
書
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。
キ
ッ
と
し
て

前
を
見
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
未
来
を
開
い
て
行
っ
て
欲

し
い
」
と
、
愛
弟
子
で
も
あ
る
吉
村
さ
ん
の
人
と
作
品
を
細
や
か

に
紹
介
、
称
賛
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

他
に
も
小
林
祥
晃
神
戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
部
長
、
岩
本
三
保

「
関
西
文
学
」
代
表
代
理
、
桐
山
秀
樹
「
ト
ラ
ベ
ル
・
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」
編
集
部
記
者
、
さ
ら
に
、
ジ
ー
ー
ャ
ス
カ
レ
ッ
ジ
講
師
代
表
、

小
泉
美
喜
子
月
刊
神
戸
っ
子
副
編
集
長
各
氏
が
心
の
通
っ
た
祝
辞

を
述
べ
た
。
さ
わ
や
か
さ
と
和
や
か
さ
が
会
場
を
行
き
交
っ
た
あ

と
「
五
月
の
美
し
い
夕
暮
れ
ど
き
に
温
か
な
心
で
出
会
っ
た
人
た

ち
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
吉
村
さ
ん
は
、
こ
の
夜
の

畦
画
ｆ
シ

女
主
人
公
と
し
て
喜
び
の
言
葉
を
参
会
者
に
語
り
か
け
た
。
そ
れ

は
、
恩
師
と
の
出
会
い
、
人
と
人
と
の
心
の
通
い
合
い
、
ジ
ニ
ヤ

ス
カ
レ
ッ
ジ
の
こ
と
、
文
学
の
こ
と
に
及
び
、
「
こ
れ
か
ら
は
多
く

の
方
に
、
幸
せ
に
暮
ら
す
日
々
の
な
か
で
、
ふ
と
淋
し
い
時
、
憂
い

の
あ
る
時
に
、
清
ら
か
な
な
ぐ
さ
め
、
安
ら
ぎ
を
感
じ
て
い
た
だ

け
る
作
品
を
書
き
つ
づ
け
て
行
き
た
い
」
と
言
葉
を
結
ん
だ
と
き
、

会
場
に
は
一
き
わ
高
く
拍
手
が
起
っ
た
。

□
「
魅
せ
ら
れ
し
時
の
た
め
に
」
神
戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
刊
九
八
○
円
。

親しい人たちに囲まれた吉村さん( 左から２人目）

、
口
吉
村
由
美
著
「
魅
せ
ら
れ
し
時
の
た
め
に
」
’
六
甲
は
、
白
い
夏
の
光
に
み
た
さ
れ
て
い
る
。
今
年
の
初
動

出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

か
ら
真
夏
に
か
け
て
、
不
思
議
に
グ
リ
ー
ン
の
葉
か
げ
が
さ
や
め

美
し
き
一
一
一
一
口
葉
た
ち
よ
購
涯
雲
や
っ
た
い
く
つ
か
個
夏
…
…

大
空
へ
朔
き
な
さ
い
”
織
聯
綱
識
戦
灘
鯨
諜
灘

嵐
菌

鍍
隠

異

４
刈
埜
勺

毎
寺
ト
ー

Ｆ
少３
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外
聯
？
塾Ｆ

一

ア
ン
テ
ィ
ッ
ク
ド
ー
ル
の
よ
う
な
少
女

眉
ば
太
く
、
長
く
、
そ
の
間
隔
は
狭
く
、
そ
し
て
唇
は
少
し
開
き
気
味
ｌ
今
か
ら
お
よ
そ
血
年
前
の

ア
ン
テ
ィ
ッ
ク
ド
ー
ル
の
顔
だ
。
も
う
少
し
前
の
も
の
に
な
る
と
、
今
度
は
唇
を
き
り
っ
と
結
ん
で
い
る
。

ア
ン
テ
ィ
ッ
ク
ド
ー
ル
の
い
い
物
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ド
イ
ツ
生
れ
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
伝
わ
っ
た
の
は
、

ど
う
や
ら
そ
の
後
ら
し
い
。

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
さ
ん
は
、
そ
の
ア
ン
テ
ィ
ッ
ク
ド
ー
ル
と
同
じ
眉
、
同
じ
ぱ
っ
ち
り
と
し
た
目
も
と
、

同
じ
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
、
私
は
、
ア
ン
テ
ィ
ッ
ク
ド
ー
ル
も
、
一
つ
の
表
現
主
義
の
所

産
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
彼
女
と
出
会
っ
て
、
そ
れ
が
、
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ
の
少
女
の
写
実
で

あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
改
め
て
気
が
つ
い
た
。

ジ
ー
ン
ズ
の
良
く
似
合
う
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
さ
ん
は
、
ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
な
お
嬢
さ
ん
だ
が
諺
描
い
て
い

く
う
ち
に
、
本
来
的
に
彼
女
の
も
の
で
あ
る
優
雅
さ
、
女
ら
し
さ
が
漂
う
輪
郭
が
で
き
あ
が
っ
た
。
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ジーンズの少女
５５×40ｃｍ

( 鉛筆･ 色鉛筆･ コンテ）
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